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	応用
	抗原情報
	背景
	血管新生と腫瘍血管新生に重要な役割を果たします。リン酸化EPHA2によるVAV2、VAV3、およびPI3キナーゼp85サブユニットのリクルートは、EFNA1誘導性RAC1 GTPase活性化と血管内皮細胞の移動と集合に重要です（類似性による）。神経、血管、上皮の発達中の移動、反発、接着に重要な受容体チロシンキナーゼファミリーであるEph受容体に対する細胞表面GPI結合リガンド。隣接細胞に存在するEph受容体に無差別に結合し、隣接細胞への接触依存性の双方向シグナル伝達を引き起こします。血管新生と腫瘍血管新生に重要な役割を果たします。リン酸化EPHA2によるVAV2、VAV3、およびPI3キナーゼp85サブユニットのリクルートは、EFNA1誘導性RAC1 GTPase活性化と血管内皮細胞の移動と集合に重要です。 EPHA2の活性化とダウンレギュレーションを介して腫瘍細胞に抗腫瘍効果を発揮する。チロシンリン酸化を誘導することでEPHA2を活性化し、その内部移行と分解を促進する。EPHA2とFAKのダウンレギュレーションを介して神経膠腫の腫瘍形成を抑制する。胚性神経細胞の成長円錐の崩壊を誘発し、樹状突起棘の形態形成を制御する。
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	TNF アルファで処理した HUVEC 細胞におけるエフリン A1 発現のウエスタン ブロット分析。

